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きききっっっかかかけけけととと夢夢夢！！！   

                 

下川中学校長 貞 弘 真 悟 

 

 早いもので，明日から夏季休業に入ります。新入生を迎え入れ１学期が始まったのがつ

いこの間のことのように感じます。生徒たちは，毎日の授業，各行事，部活動で多くこと

を学び，大きく成長しました。成長の様子が，今日お渡しした通知票に書かれていますの

でご覧下さい。 

 さて，７月１０日にスズキ浜松アスリートクラブの監督さんとコーチ，２人の選手が来

校しました。下川町が合宿場所の候補に挙がっているという関係で来町された折，『陸上

教室』ということで下川中学校にいらっしゃいました。選手の専門が「やり投げ」。１・

２年生を対象に，実際に競技用の「やり」を投げていただいたり，投げ方のコツを伝授し

てもらったりと，勉強になる２時間でした。後半には研修室で，コーチや選手が出場した

オリンピックや世界陸上の映像を見せてもらい，生徒達と同様，私も大変楽しい一時を過

ごしました。 

 その中で，ぜひ生徒たちに感じてもらいたかったアスリートの言葉がありました。 

 一つが『自分の将来の生き方を決める「きっかけ」は，いつ，どこに転がっているかわ

からない。』ということです。やり投げの日本女子記録保持者である海老原さん（現コー

チ）は，先生にやり投げを紹介されたことがきっかけだったそうです。海老原さんの後継

者である斉藤選手は「新しいことをやってごらん」という親からの一言，また，リオオリ

ンピックに出場した新井選手は，たまたま見ていたテレビ中継だったそうです。これから

生徒たちは，色々な人と出会い，色々な体験をしていきます。あることをきっけとして，

大きく人生が変わっていくこともあると思います。 

 二つ目は，やはり「目標・夢をもつことの大切さ」ということでした。大アスリートの

言葉には説得力があります。 

 何かのきっかけで，目標・夢をもち，羽ばたいていく子どもたちの将来を考えるとワク

ワクします。明日からの長い夏休みに，そのきっかけが転がって 

いるかもしれません。子どもたちには，健康に留意し，事故等に 

巻き込まれないよう，有意義な夏休みしてほしいと思います。 

地域，ご家庭の皆さんには，１学期間大変お世話になりました。 

学校閉庁日のお知らせ 

今年度は夏季休業中の８月１３日～１５日，冬季休業中の１２月２９日～１月３日を閉庁日

とし，学校を閉じます。緊急の連絡を取りたい場合は，町教委へご連絡下さい。 

下川町教育委員会（４－２５１１） 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1532513599/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5pcmFzdXRvbi5jb20vMjAxMy8wMy9ibG9nLXBvc3RfODE3MS5odG1s/RS=^ADB64b45Fhye2_gB56fGnWCc0ryjRg-;_ylt=A2RCAwO_.1Zbh1sA_Q2U3uV7


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

■７月１０日（火）下川町にテストコースがあるご

縁で，スズキ自動車の陸上部である「スズキ浜松ア

スリートクラブ」から監督・コーチ・選手２名が来

校されました。その方々に１・２年生に向けた陸上

の特設授業を行っていただきました。（選手１名とコ

ーチはオリンピック出場選手・もう１名の選手もア

ジアカップ出場と世界大会を主戦場としている，ま

たはしていた方々です） 

２時間目は屋外で２名の選手の専門である『やり

投げ』を披露していただき，その後全生徒がやり投

げ用の「ロケット」のような形をした練習用具を使

って，投げる体験をしました。まずは自由に投げ，

その都度選手から全体にアドバイスをいただきまし

た。専門家から適切なアドバイスを受けたことで，

最後の投擲ではほとんどの生徒が，最初の記録より

伸ばす事ができたようです。その後，教室で，浜松

アスリートクラブの紹介映像を見た後，質問コーナ

ーに移り，たくさんの質問が出されました。生徒達

は最後まで名残惜しく，握手やサインなどを求める

姿が多くあり，たいへん貴重な経験となりました。 

 

 

 しもかわ珊瑠湖に決定 

■先日，サンルダム建設に伴う湖の名前の募集

があり，中学校でも全校生徒で取り組みまし

た。たくさんの中から決定したのは「しもかわ

珊瑠湖」この湖名そのままの応募はなく，協議

していく中で，「しもかわ湖」「珊瑠湖」を合

わせたら良いのではということから，この湖名

に決まったそうです。そこで，「しもかわ湖」

「珊瑠湖」で応募した人にそれぞれ命名者とし

て表彰されました。いずれの作品も複数の方が

同名で応募されており，その中から抽選で命名

者が決定され，その一人が本校１年生の斉籐優

さんでした。１２日に校長 

室で表彰式が行われダム建 

設務所代表の方から記念品 

が手渡されました。 

今後の予定 

８月 １３日（月）学校閉庁日～１５日（水） 

１９日（日）上北Ｐ連研究大会 

      母親研修会  

２０日（月）２学期始業式 報告会 表彰式 

      職員会議 部活動停止 

２２日（水）上教研研修 午前授業 

２４日（金）常任委員会 

２７日（月）第３回ＰＴＡ運営委員会 

２９日（水）１～２年生学力テスト 

■雨による２度の延期を経て，ようやく２３日に炭焼

き体験学習が行われました。筒淵建設様のご協力で事

前にグラウンドに穴を掘っていただき，当日は全校生

徒が縦割り班になり，協力しながら作業を進めまし

た。本日２５日窯開けをし，２学期に会食集会を予定

しております。ご近所のお家の方々には煙等でご迷惑

をおかけし申し訳ございませんでした。 

 

■７月６日（金）～７日（土）に全道大会出場をか

けて上川管内代表決定戦が開催されました。本校は

名寄市立風連中学校で行われた剣道（団体・個人）・

旭川市花咲で行われたソフトテニス（女子個人）に

出場しました。それぞれが下川中学校・名寄地区の

代表として立派に戦ってきました。惜しくも全道へ

の切符には手が届きませんでしたが，地域や保護者

の方々にも支えられ，これまでの練習の成果を出す

ことができました。選手達もこれからの生活の大き

な力・大きな自信になったと思います。ご支援あり

がとうございました。今後もよろしくお願いいたし

ます。 

【試合結果】 

〈ソフトテニス〉 

野崎・西村ペア，大西・小川ペア，佐川・加藤ペア 

～１回戦敗退 

〈剣道〉 

団体～予選敗退  個人～江口 ２回戦敗退 

少年の主張上川地区大会 

優良賞 ３年 小原圭乃「伝えよう 自分の言葉を!!」 

多くの参加者・観衆の中，堂々と自分の 

意見を立派に発表してきました。 

全道中体連陸上壮行会 

２名が函館で行われる全道陸上大会に下中・名寄地

区の代表として出場してきます。健闘を祈ります！ 

工藤望充（４００ｍ）佐川梨乃（走り幅跳び） 


